
1/7 

開 会（１４：００） 

 

（進行：事務局） 

ただ今より、令和２年度第４回、都市計画法第 

７７条の２に基づく法定審議会としては通算で

６１回目の都市計画審議会を開催します。 

本日の審議会は、委員数１１名に対し、８名 

のご出席を賜りました。これにより、富良野都市

計画審議会条例第６条に規定する過半数の出席

がありましたので、本審議会は成立していること

をご報告いたします。 

 なお、本日の会議も前回同様に、お手元のタブ

レットやスクリーンにて説明をさせていただき

ます。さらに、委託業者であるシン技術コンサル

様においては、コロナ対策としてリモートでの参

加となります。 

 

市 長 挨 拶 

（北 市長） 

令和２年度 第４回富良野市都市計画審議会

の開会にあたり、ひと言ご挨拶申し上げます。委

員のみなさまにおかれましては、年末のお忙しい

中、お集まりいただきまして、たいへんありがと

うございます。 

さて、富良野市におけるコロナ対策では、北海

道の集中対策期間である１月 15 日までは、感染

リスクを回避する行動を市民に呼び掛けている

ところです。 

また、新聞報道でもあったように、市内飲食店

をはじめとした経済状況は非常に厳しいことか

ら、商工会議所を通じて売上減少率などをアンケ

ート調査しております。私からアンケートの中に

経営を継続できるよう支援する考えを伝えさせ

ていただいたところです。アンケート結果なども

踏まえ、１月の臨時議会で関連予算を提案したい

と考えています。 

こうした厳しい状況にあって、みなさんの善意

による医療機関への支援の輪も拡がっておりま

す。本審議会委員の及川委員が組合長を務める富

良野酪農組合からは、富良野協会病院に対して、

牛乳贈答券を提供いただいたと聞いております。

一日も早くコロナにおびえず、安心して暮らせる

日が訪れることを祈念するとともに、支え合いに

よって、この難局を切り開けるよう、富良野市も

引き続き対策をすすめたいと考えております。 

本日の審議会では、これまで委員のみなさまに

審議いただいたマスタープランに対して、国や北

海道の関係機関との協議を踏まえて、修正した内

容を審議いただくこととなっています。委員のみ

なさまの忌憚のないご意見を賜りますようお願

い申し上げ、開会にあたっての挨拶とさせていた
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だきます。本日はよろしくお願いします。 

会 長 挨 拶 

（会 長） 

年末のお忙しい中、委員のみなさまにおかれまし

ては、お集まりいただきましてありがとうございます。 

本日は、関係機関協議を経ました都市計画マスタ

ープランの審議をしたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

報 告 事 項 

◎報告第１号 

北の住まいるタウン事例見学ツアー参加報告

について 

（事務局） 

資料１ 北の住まいるタウン事例見学ツアー

参加報告をいたします。１０月２９日に恵庭市に

おいて開催された研修会に、山田委員、松下委員、

事務局より渡邊の３名で参加をいたしました。 

北の住まいるタウン事業は、「コンパクトなま

ちづくり」「低炭素化・資源循環」「生活を支える」

取り組みを展開し、心豊かに住み続けられる地域

を目指す、北海道が主催する取り組みです。 

参加の目的としましては、恵庭市は「花のまち」

としてコンパクトなまちづくりや、地区計画を手

法とした宅地開発をすすめていたことなどから、

参加をしたところです。ツアーでは６つの現地を

まわり、最後にグループごとの意見交換をしまし

た。 

それでは、現地視察の１か所目から報告いたし

ます。緑と語らいの広場「えにあす」は、恵庭市

市民委員会で「子どものための拠点・地域の交流

拠点を創ること」が議論され実現した【公共と民

間が一緒に入った施設】です。公共機能として、

市民活動センター、保健センター、夜間休日・急

病診療所、図書館分館、学童クラブ、子ども広場、

子育て支援センターがあります。民間機能として、

スポーツクラブ、コンビニ、FMラジオ局がありま

す。 

施設内は壁や仕切りを少なくすることで、開放

的で交流しやすい空間となっています。２階の学

習スペースには、フリーWIFIが完備されており、

学生からお年寄りまで利用されています。学びや

健康、子育てといった機能を集約することで、交

流拠点としての相乗効果がありますし、民間機能

があることで利便性向上につなげている事例と

感じました。 

次に恵み野商店街については、歩道３ｍのうち

等間隔で駐車帯を設置していることや、商店街の

みなさんが自ら管理・装飾する「植樹帯」が特徴

的でした。 

研究村通りは、ビルトインガレージによる街な

みが特徴的で、優良田園住宅ブレストガーデンは、

地区計画により敷地面積の最低限度、高さ制限、

壁面の位置制限が指定されており、どちらも広い

庭を活かした住環境整備につなげています。 

その他、道の駅周辺の一体的な開発では、旧保

健センターを【花の拠点センターハウスに改装】

し、子どもの遊び場を整備していました。また、

河川周辺の公園整備とそのすぐそばに「ふれる恵

み野住宅団地」を整備することで、家族連れの移

住誘致につなげている取り組みが紹介されまし

た。 

意見交換では、恵庭市の取組から参考になった

こと、恵庭市の取組への提言を参加者で交流しま

した。今回の研修会では、都市計画的な視点でい

えば、地区計画による居住の誘導や都市機能の集

約が参考になりました。以上、報告となります。 

（藤本会長） 

 参加された山田委員、松下委員から感想などあ

りますでしょうか。 

（山田委員） 

恵庭市は富良野市と比べると土地が広いと感

じました。ゆとりのある土地利用になっています。   

また、「えにあす」について、公共と民間の施

設は計画を立ててから施設整備したのか、それと

も施設整備が先でその後施設内の機能を検討し

たのか気になりました。恵み野商店街につ

いては、もともと４車線の都市計画道路

を２車線とし、歩道と植樹帯を設置した
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ことはとても良いと感じました。  

（松下委員） 

 公 園 等 の 整 備 を 職 員 が 委 託 に 出 さ ず

に 直 営 で 行 って い ると い う こ と が印 象

的でしたし、公園には年に２回咲く桜を

植 え る こ と で花 の まち を 意 識 し てい ま

した。  

また、花の拠点センターハウス事業で

は、駐車場を広げ、まちを通過だけとさ

れないよう、RV パーク・シャワー室・調

理 で き る 設 備を 用 意す る 事 で 利 用が 増

える仕組みとしていました。  

さらに、子どもの遊び場は幼保園児か

ら 小 学 生 ま で楽 し める よ う 設 備 が工 夫

されていました。  

「えにあす」では、図書館で本を借り、

共 用 ス ペ ー スで 飲 み物 を 飲 み な がら ゆ

っくりと過ごすことができるなど、住民

が 集 う 取 り 組み は 富良 野 市 で も 生か せ

るのではないかと感じました。  

（浦田委員） 

 「研究村通り」の名称は、何かの研究にちなん

だものでしょうか？ 

 また、意見交換における「地元大学生とのコラ

ボ」とは何でしょうか。 

（事務局） 

 「研究村通り」のルーツは確認できていません

が、恵庭市で最初に地区計画決定をして整備され

た住宅地と聞いています。 

 地元大学生とは、資料には「立教大学生」とあ

りますが「文教大学生」の間違いです。その大学

生とイベント実施などのコラボをしてはどうか

といった意見が出されていました。 

 

審 議 事 項 

◎議案第１号 

富良野市都市計画マスタープランの改定に

ついて 

（事務局） 

富良野市都市計画マスタープランの改定に

ついて、資料２、資料３、資料４をもとにご説

明いたします。資料２は、関係機関との協議内

容についてです。関係機関協議は、北海道建設

部、北海道開発局札幌開発建設部、北海道開発

局旭川開発建設部、上川総合振興局の４つの機

関と協議をしています。 

北海道建設部との協議は、１０月３０日に行

い、計画全般を協議しています。北海道からの

主な意見として、リゾート地区などの白地地域

への「誘導」「市街地創出」といった文言はコン

パクトなまちづくりと齟齬が生じるといった

指摘を受け、文言整理なども含め３０箇所ほど

指摘があったところです。 

次に、北海道開発局札幌開発建設部との協議

は、１１月４日に書面で行い、主な意見として、

防災配慮に関する記述を追加するよう指示が

ありました。 

次に、北海道開発局旭川開発建設部との協議

は、１１月２０日に行い、主な意見として、高

規格道路の整備効果の追加、都市計画道路の未

着手道路について路線名と整備の方向性を追

記するよう指示がありました。 

最後に、上川総合振興局との協議は、１１月

２０日に書面で行い、主な意見として土砂災害

警戒区域・土砂災害特別警戒区域の指定が変更

になったことの追加記載の指示を受け、それぞ

れ修正した内容が資料３、資料４でございます。 

資料３は、修正前後の内容を整理した一覧で

ございます。また、資料４の黄色マーカー及び

黄色枠を付けた箇所が修正箇所となっていま

すので、ポイントをしぼって説明をしたいと思

います。 

なお、浦田委員、小林委員より本審議会への

事前意見をいただいておりますので、全体説明

のあとに回答させていただくということで、よ

ろしくお願いします。 

資料４ ３５ページ ２）道路網と交通機関 

①主要な道路網の３段落目になります。開発局
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旭川開発建設部からの指摘にもあったように、

修正前の表現では「将来的な富良野北道路が富

良野道路と接続し高速ネットワークが確立さ

れた際には、市街地内の通過交通量が減少する

もの」との記載がありました。都市計画上の通

過交通量が減少するということは、渋滞緩和に

つながることを示しますが、市街地に人が来な

くなるといったネガティブな印象もあったこ

とから、高規格道路の整備効果を記載し、合わ

せて図表を追加することで、富良野道路と富良

野北道路の状況がわかりやすいように修正し

ています。 

４１ページ ４）災害危険個所等の現状 ①

土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域

の記載になります。上川総合振興局からの指摘

があったことから、北二線川、四線川に加えて、

五線川、御料三線川を追記しています。また、

それぞれの川の位置について、図表に追記して

います。関連して、１００ページ、１０１ペー

ジの地区レベルの基本方針においても土石流

への対応に、河川の追記をしています。 

ここで土砂災害特別警戒区域について、前回

の審議会で渋谷委員から意見のありました災

害レッドゾーンでの開発行為（開発許可）がで

きなくなることについて、ご説明いたします。

開発許可制度は、一定の土地造成に対する確認

を行うことによって、新たに開発される市街地

の環境保全、災害の防止、住民利便の増進を図

るために設けられた制度です。どういった行為

が開発行為となるかといいますと、建築物や工

作物の建設を目的とした「土地の区画形質の変

更」を指し、切土盛土をすることなどがイメー

ジされます。申請の対象となるのは、都市計画

区域内であれば、３，０００㎡以上、都市計画

区域外であれば１０，０００㎡以上の土地造成

となっています。現在、国では、近年の自然災

害、特に大雨による浸水や土砂崩れなどに対応

するため、災害が特に心配される地域、いわゆ

る「災害レッドゾーン」での開発許可の見直し

を検討しています。見直しの内容は、これまで

も分譲・賃貸住宅や貸店舗などをレッドゾーン

に建設するための開発行為は許可できないこ

ととなっていましたが、さらに自己の業務の用

に供する施設として「ホテル」なども許可され

なくなるということが検討されています。ちな

みに富良野市にあるレッドゾーンは、北二線川

周辺にあり、ホテルナトゥールヴァルトやニュ

ー富良野ホテルの周辺になります。この場所は

都市計画区域内ですので、３，０００㎡以上で

建築物の建設を目的とした開発行為は、今後、

許可できないことになります。この法改正に関

しては、適用時期は令和４年４月からと聞いて

います。開発許可が原則禁止にはなりますが、

建物等が全く建てられなくなるわけではあり

ません。開発行為に該当しない規模での建物等

であれば、建築基準法の基準を満たせば建てら

れることになります。 

５１ページ ２）上位計画における方向性に

ついてです。現在、第６次総合計画の策定作業

が行われており、１２月議会で基本構想が承認

されました。今後、１月中旬に総合計画基本計

画のパブリックコメントがかけられますので、

本都市計画マスタープランの総合計画から引

用するページに関しては、総合計画基本計画の

内容をもって、差し替えすることをご了承願い

ます。 

７４ページ ４）効率的な土地利用規制によ

る良好な市街地形成の「防災配慮」については、

開発局札幌開発建設部の指示により追記をし

ています。防災などに関して浦田委員からも意

見が出されておりますので、後ほど補足説明を

させていただきます。 

７６ページ及び９３ページに市街地再開発

事業に関する記載があります。北海道からの指

摘で、北海道の区域マスタープランにも地区名

称が記載されていますので、具体的な名称を入

れたところです。中心市街地再開発事業につい

ても浦田委員から意見がありましたので、後ほ



5/7 

ど補足説明いたします。 

７７ページ ４）リゾート地区の観光と地域

振興促進に向けた開発整備についてです。北海

道との協議において、コンパクトシティを目指

しているなかで、白地地域に住宅開発を誘導す

るような記載は齟齬が生じるとのことから記

載内容を修正しています。 

ここでの考え方に関する修正箇所として、９

４ページ ⑥白地地域の適切な「誘導」から、

白地地域の適切な「規制」と修正しています。

また、９８ページ ⑤富良野らしい「市街地の

創出」から、「街なみの創出」と修正していま

す。加えて「移住の誘導」という文言も「適切

な規制」と修正しています。話は戻りますが、

恵庭市の事例のように、地区計画など都市計画

上の規制をかけることによって、移住を誘導す

るという効果につながるということを補足さ

せていただきます。 

以上、ポイントをしぼっての説明を終わり、

浦田委員からの意見に対して回答いたします。 

１点目、防災に関する質問についてです。現

在、日本では大雨や台風による災害が多く発生

していることから、「防災・減災が主流となる

社会」をめざす考えが示されています。そのな

かで、防災・減災のためだけの用途ではなく、

あらゆるインフラや公共空間などに防災・減災

の機能を付け加える考えが出されています。国

土交通省の資料では、国民目線による、河川、

道路、港湾、鉄道等の分野別の取り組みに横串

を刺し、あらゆる主体が連携して対応すること

を目指すとされています。浦田委員から資料４

の８６ページ、公園緑地の防災機能強化につい

て質問がありました。ここでは、広域避難場所

に指定されているとありまして、富良野市には

４つの広域避難場所があります。錦町公園、陸

上競技場、ふらの農協本店駐車場、朝日ヶ丘公

園となっています。広域避難場所は「大規模な

災害などから一時的に避難する公園など」とさ

れています。現在、富良野市の広域避難場所に

おける具体的な防災機能強化の事業化は予定

されていませんが、全国的な事例をみると、公

園内に耐震性貯水槽、簡易トイレとなるマンホ

ール、かまどベンチなどを備えた公園整備があ

ります。そのほか、商店街に隣接する広場の防

災機能として、広場内の物置に防災グッズを収

納している事例もあります。 

２点目の中心市街地の再開発事業に関して、

資料４ ７６ページでは「推進を検討します」、

９３ページでは「推進を図ります」とあり、不

一致表現は曖昧な意思を感じるということで

ありました。この点については、具体的な地区

名称も記載していますので、「推進を図ります」

といった表現に統一いたします。 

また、中心市街地の再開発事業の現在の進捗

状況については、これまで富良野市では、国土

交通省住宅局の交付金事業により市街地整備

をすすめてきました。これからすすめる市街地

整備は面的整備を中心に都市局との協議をす

すめており、東５条通を軸とした概要計画を令

和３年度に策定すべく、国への概算要望をあげ

ているところです。都市局の市街地整備の事例

は、北海道内では札幌のみであり、富良野市に

おける都市局の市街地整備は手探りですが、国

が示す「市街地整備２．０」の方針に基づき進

めて参ります。 

３点目の超高齢化社会に関する記述につい

ては、お見込みのとおり、「【超】高齢化社会」

の記載に修正します。 

４点目の六花亭上の工事の件につきまして

は、１１月２６日に現地確認を行ったところ、

ヌッカクシフラノ川の改修工事で発生してい

る土を受け入れているとのことで、新たな開発

事業ではなく、次年度以降はぶどう畑にしたい

と聞いております。 

５点目の５５ページ「低炭素型都市構造」に

つきましては、北海道の区域マスタープランよ

り、キーワードを抽出したものでございます。

都市計画と低炭素型都市構造の関係につきま
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しては、地球温暖化問題に関係しています。地

球温暖化問題には二酸化炭素 CO２の排出量が

関係しており、市街地が低密度に広がった都市

では CO２排出量が大きくなることが指摘され

ています。市街地の低密度化により、自家用車

による移動が多くなること等が起因している

といえます。これまでの審議会におきましては、

都市機能を集約することで利便性を確保する

といったお話しもしておりましたが、温暖化問

題からも市街地の無秩序な拡がりは好ましく

ないと考えられます。 

ここで一旦説明を終わります。 

 

（会 長） 

ただ今の説明について、ご質問をうかがいます。 

（浦田委員） 

７４ページ 防災の『配慮』と記載があるが、

国の資料では『考慮』と記載されている。 

（事務局） 

 文言について整理します。 

（浦田委員） 

 市街地再開発事業に関連して、現在富良野市で

は北の峰を中心に海外投資を目的にした開発が

すすんでいます。この動きは市街地にも及んでく

るのではないかと思いますので、外国人への不動

産売買の抑制が必要と考えています。 

（事務局） 

 市街地再開発事業は、一般的には計画から完了

まで約１０年かかると言われており、土地等の権

利の売買は「権利変換計画の策定」までにしか行

えないのが実状です。なお、外国人への不動産売

買の抑制について、現在、国では国際的な安全保

障上に影響がある場合は一定の制限がかけられ

るよう法整備をすすめていますが、富良野市のよ

うな場所での売買抑制は難しいと聞いておりま

す。 

（渋谷委員） 

 表紙のデザインについて、山だけでなく川も入れる

ことはできないでしょうか。 

また、資料４ ３５ページの地域高規格道路の記

載について、交通量が減少し渋滞が緩和されている

のは事実としてあるので、「渋滞緩和の効果」につい

て追記すべきではないでしょうか。 

本審議会の意見をもとに修正される箇所もあると

思いますが、パブリックコメントの時期及びパブリック

コメントを実施する前に審議委員が内容を確認する

ことは考えているのか教えてください。 

（事務局） 

表紙のデザイン及び渋滞緩和の追記について調

整します。 

パブリックコメントの時期は令和３年２月１日から２

２日までを予定し、実施前には審議委員のみなさん

にパブリックコメントの実施内容をお知らせします。 

（渋谷委員） 

総合計画のパブリックコメントの実施時期はいつ

になるのでしょうか。 

（事務局） 

 令和３年１月１４日からの予定となっています。総合

計画のパブリックコメントの内容を踏まえ都市計画マ

スタープランに整理します。 

（渋谷委員） 

総合計画のパブリックコメントが終わる前に、都市

計画マスタープランの整理を行うということでしょうか。 

（事務局） 

 そのように考えております。 

 

そ の 他 

 

（事務局） 

その他の事項について３点ございます。 

まず１点目は、今年度５月の都市計画審議会の

書面開催における報酬の支払いについてでござ

います。結論から申し上げますと、書面開催の場

合においても職務に従事したものと認められる

ため報酬が支払われることとなります。市役所各

部署の書面開催事例や法制担当との協議に時間

を要したため報告が遅れ、たいへん申し訳ござい

ません。報酬の支払い時期は、今回の審議会報酬
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と同じく１月中に口座振込を予定しています。 

つづきまして、２点目に今後のスケジュール

につきまして、ご説明いたします。前回の審議

会でもお話ししましたが、富良野市第６次総合

計画の策定状況との連動を図ることから、手続

きが遅れております。なお、マスタープランに

ついては、２月に市民の皆様への周知と意見を

いただくパブリックコメントを実施し、パブリ

ックコメントの結果の共有や、意見に対する市

からの回答内容を３月中旬予定の第５回都市

計画審議会で確認し、答申といたします。 

３点目に立地適正化計画策定・検証委員会

（仮）の設置につきまして、富良野市では、令

和３年度及び４年度の２か年度で立地適正化

計画を策定予定でございます。その策定委員の

構成について、「立地適正化計画は都市計画マ

スタープランの高度化版」とも言われておりま

すので、都市計画審議会のみなさまを含めた委

員会を想定しています。現時点では、令和３年

度の新年度予算審議前ということで、市議会議

員のみなさまにもご説明できていない内容で

恐縮ですが、策定委員のあり方について、ご意

見などいただければと存じます。 

※その他について、特に意見なし 

 

閉 会（１５：４０） 

 

（事務局） 

 以上をもちまして、第６１回富良野市都市計画審議

会を閉会いたします。 

 


